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１．何のために論文を書くのでしょうか 

（１）すべての子どもたちの発達と幸福を支え

ていく保育学を構築するため 

日本保育学会は，定款の第２条で定めている

ように，「子どもたちの健やかな発達と幸福をめ

ざす」ことを目的として発展してきました。そ

の基盤は，保育に関する実践や研究の成果を会

員が相互に公表し研鑽することを通して，子ど

もたちの健やかな発達と幸福を支えていく学問

としての保育学を構築していくことです。 

そのために本学会の会員は，保育に関する

様々な事柄や事象において，新たな見解やこれ

までとは異なる解釈や知見が得られた時には，

論文としてまとめてきました。また日々の保育

実践において，子どもたちの生活や保育環境，

保育に関係する人々の連携や支援の在り方等に

ついて，新たな工夫やより良い方法等が示唆さ

れた場合にも，それを論文としてまとめてきま

した。こうしてまとめられた論文は「保育学研

究」に投稿され審査されて，保育学の構築に貢

献し得る論文として評価されると「保育学研究」

誌に掲載され会員に公表されてきています。 
日本保育学会ではこうした努力を長年積み重

ねることにより，すべての子どもたちの発達と

幸福を支える質の高い保育実践と，その基盤と

なる学問分野としての保育学の構築をめざして

きたといえます。 
 

（２）論文としてまとめ成果を広く会員や保育

関係者に共有してもらうため 

しかし保育研究や保育実践を論文としてまと

めるためには，自分の研究や実践を振り返りそ

の成果を他の人にわかってもらえるように整理

して示す必要があります。自分の成果のどこが

これまでの研究や実践の成果と異なっているの

か，またどこが新たな発見や見解なのか，どこ

にオリジナリティがあるのか等について，その

根拠を具体的に検証し，論理的に説明すること

が求められてきます。 
そこで，自分の取り組んでいる研究や実践の

見直し等の成果がある程度まとまったならば発

表し，研究大会等で会員や関係者と交流しなが

らその知見や成果を吟味し検討することが必要

となります。こうした場には自分と同じ領域の

研究や実践に関心のある会員や関係者が集まる

ので，研究方法や研究内容の交流や研鑽ができ

ますし，結果の整理や考察の在り方についての

議論等も行うことができます。こうして研究や

実践のまとめと見直しを積み重ねていくことを

通して，今取り組んでいる研究課題への取り組

みの質をあげていくことがまずは求められてき

ます。 
こうした積み重ねにより，研究目的が明確と

なり方法や内容についての検討が十分になされ，

オリジナリティのある論文としてまとまったな

らば，「保育学研究」誌に投稿することができま

す。そして査読され保育学の構築に貢献しうる

成果が得られている論文であると評価されたな

らば「保育学研究」誌に採択され公表されます。 
会員や関係者がこうして掲載された論文を読

むことによって，各論文の持つ意味と価値が広

く共有されていき，それが保育において子ども

の発達や幸福を支えることにもつながっていく

のです。また，こうして保育の研究や実践に関

する論文を蓄積していくことを通して，本学会

としてはより質の高い保育学を再構築していく

ことができるのです。 
 

２．保育学の論文とはどのような内容を含むの

でしょうか 

保育学が，保育に関係する研究者や実践者が

子どもたちの発達や幸福を支えていくための学

問である以上，それに資する内容を含む論文で

あれば保育学の論文としての意義と価値を持つ

ことになります。 
保育に関連して子どもたちの発達や幸福を支

えていくには，園生活や遊び，保育環境や園文

化，保育内容や園行事といった保育における日

常性の在り方，またそこでの子どもたちの発達

や関係性，保育者や保護者，地域の人々の関係

性や連携の在り方，さらには，保育や子育て支

援の歴史や制度の在り方等も含めて，保育を巡



 

 

る様々な事柄や事象，人間関係や制度等が関連

してきます。こうした保育に関係する多様な内

容を含むことにより，保育学は成立っていると

いえます。 
そのため論文の主な内容としては，子どもの

遊びや生活に関すること，子どもの発達や障が

いに関すること，保育の内容や方法に関するこ

と，保育の環境や文化に関すること，子どもの

福祉や子育て支援に関すること，子どもについ

ての思想や文学に関すること，保育の歴史や制

度に関すること，保育者としての成長や保育者

養成に関すること，保護者の支援や地域との連

携に関すること等，子どもと保育に関連するあ

らゆる領域が含まれているといえます。そのた

めに保育学は，哲学・歴史学・文学・教育学・

臨床相談学・心理学・統計学・小児医学・保健

学・家政学・児童福祉学・社会学・看護学・建

築学・環境学等，たくさんの専門領域とも近接

しているのです。 
その意味で保育学における論文は，そうした

近接領域の研究方法や研究内容とも密接に関連

しているともいえるのです。保育学の論文を書

くときにも，その対象や内容によってこうした

近接する専門領域との学問的な関連性を有すこ

とになるのは，いうまでもありません。 
 

３．保育学の論文としてはどのようなまとめ方

があるのでしょうか 

保育学の論文としてまとめていくには，その

研究対象や研究内容と関連して様々なまとめ方

があるといえます。これが典型的な保育学のま

とめ方であるというものはありません。その方

法を大まかに見ていくと，その内容によって，

「文献研究」：保育の歴史的事実や保育の思想を

支えた人物，保育実践の背景にある保育理論等

について新たな事実や見方をまとめたもの。「実

践研究」：遊びの意味づけや保育環境の見直し，

保育支援や子育て支援，特別支援等保育におけ

る実践の在り方を検討したのもの。「事例研究」：

障がいのある子ども，仲間関係に行き詰ってい

る子ども，保育実践に悩む若い保育者等特定の

対象についての成長過程や変容過程を整理して

まとめ，その意義や支援の在り方等を検討した

もの。「観察研究」：保育現場や育児の現場で乳

幼児や保育者，支援者の行動や相互作用等をそ

のままの状態で観察したり，被観察者の環境を

ある程度統制した条件で観察する等してまとめ

たもの。「調査研究」：保育者や保護者にインタ

ビューをすることや質問紙を配布してその回答

から課題について分析をするもの。「制度研究」：

保育に関するある制度の仕組みを様々な視点か

ら分析して，その制度の特徴や有効性，その制

度を成立させていく要因等について検討したも

の，等がよくみられます。 
その他にも，子どもの行動や表現について新

しい視点からの解釈や新しい意味づけをしてま

とめることや，子どもや保育者の行動を実験的

方法から意味づけてまとめたもの。諸外国等に

おける新しい保育や保育課題への取り組み，最

近では子育て支援の方法や内容等の試みを紹介

する方法等も論文としてみられます。 
保育学の論文を書いてまとめるとは，学問分

野として特定の形式や書き方があり，それに沿

って書いていくことではありません。子どもた

ちの発達や幸福を支えてきた様々な保育に関係

する過去の研究や実践についての内容や方法を，

新たな事実や根拠に基づいて見直し，新しい内

容や方法を提案したり，これまでとは異なる保

育の見方や枠組み，さらにはこれまで保育を支

えてきた理論や説の修正等を提案することなの

です。 
それは単に自己の研究や実践の正当性を一方

的に主張するとこととは異なり，これまでの研

究や実践における矛盾点や不合理性を検証し，

自分の考えの妥当性を裏付ける根拠となるデー

タを示しながら，保育学に新たな見方や枠組み

を提案することです。それが多くの会員に理解

され納得してもらえるためには，新たな提案の

妥当性を示す根拠に基づきながら，論理的で矛

盾がないように説明することが求められます。 



 

 

このように根拠となる明確なデータを提示し

て，論理的に新たな提案を展開する研究手法は，

他の多くの学問分野でも同様に行われています。

しかし文学や芸術等の学問分野では，新たな作

品の魅力や新たな表現方法の有効性を過去のも

のと比較して論理的に説明する方法ではなく，

そのもののもつ魅力を解説し，その領域にどの

ような影響や変化を及ぼし得るのかを紹介する

ことでも，論として成り立つことがあります。

そのために保育学の論文でも，こうした分野に

近接した領域ではこのような研究手法に基づい

た論文のまとめ方が可能であるといえます。 
 

４．保育学の論文としてまとめるときに求めら

れること 

（１）論文を書くときの形式にはいろいろあり

ます 

すでに述べたように保育学における論文は，

その内容によっても書き方が異なっており必ず

しも特定の形式が決まっているわけではありま

せん。しかしかといって各自が勝手に書いてい

いものでもありません。会員が読みやすく内容

の納得のできるような形式にしていく必要性が

あります。そこでここでは，「研究目的」の設定，

資料を検討するための「研究方法」，得られた「研

究成果」の示し方，という観点から，論文の記

述の要点について説明をしていきます。 
一般的な論文としては「問題・目的」，「方法」，

「結果」，「考察」，「まとめ（結論）」，「引用文献」

等の内容に区分されることが多く見られます。

また「結果と考察」というように一緒にまとめ

て書く場合もあります。このように論文の形式

は柔軟性のあるものですが，研究目的や研究方

法，得られた結果や成果は，誰にもわかるよう

に具体的で明確に記載しておく必要があるとい

えます。 
また論文の長さは短すぎても，また反対にあ

まりに長すぎても，読みにくく理解しにくいも

のとなります。そのために，あらかじめ論文の

規定枚数を定めている学会がほとんどです。し

たがってその定められて枚数の範囲内でまとめ

るように書くことになります。「保育学研究」誌

では10頁以内で書くことが決められています。 
 

（２）論文の目的を明確に示すことが求められ

ます 

研究成果を論文としてまとめるときには，先

行研究の内容のどこに納得ができなかったのか，

保育実践のどこに疑問を抱いたのか，そしてそ

の研究や実践を通してどのような成果が得られ

何が明らかになったのか等，自分の抱いた問題

意識をどのように検証したかの過程についてわ

かりやすく整理することが大事になります。 
特に研究目的を設定する過程では，自らの提

案したい思いだけを優先させるのでなく，同様

のテーマの先行研究を集めて読み，自分が興味・

関心を持ったことがこれまでどのように考えら

れ理解されてきたのか，現在における研究や実

践の到達点を整理することが必要です。先行研

究として書かれている論文をまとめることによ

り，書こうとしている論文がその研究領域全体

の中にどのように位置づけられるのか，先行研

究と自分の研究との違いはどこにあるのか，自

分の研究や実践はどの点が新しいのか，どこを

改善したかったのか等が，焦点化されていきま

す。先行研究の理論や考えをそのまま自分の考

えとすることはできません。あくまでも，自分

の研究のオリジナリティを明確にしていくこと

が大切です。 
このように「問題や目的」には，研究をする

に至った経緯，着想の根拠，さらにそれらに関

わる先行研究の紹介や，それと関連づけた自分

の論文の位置づけや意義等を書いていきます。 
 

（３）研究で用いた方法を具体的に説明するこ

とが求められます 

研究目的を検証するためには，検証に用いた

研究方法が適切であるかが問われます。保育学

の論文の具体的な研究目的や内容は幅広いので，

そこで用いられる研究方法も多様となります。



 

 

そのために，時には不適切な方法を用いていた

り，専門的な領域と密接に関連していてその領

域特有の難しい専門用語で書かれていて理解し

にくい場合もあります。基本的には日本保育学

会の会員が読んだときに，どのような方法でそ

の成果を得たのかが具体的に理解できるように，

わかりやすく書かれていることが求められてい

ます。 
研究方法としては，具体的な資料の集め方，

集めた資料の整理の仕方，それを目的に添いな

がら分析していく方法，また得られた成果の信

頼性を検証した方法。さらには新たに提案され

た実践方法等が，どのような実態の実践から得

られたのか等，具体的に理解できるように書か

れていることが大切になってきます。また先行

研究等で用いている方法を参考にしたときには，

その旨を書いておく必要もあるでしょう。 
実際の論文において研究方法として書かれる

具体的な事柄としては，分析した歴史的一次史

料の出典や原著名，対象にした資料や報告書の

名称や発行年度等。実践した園やクラス及び保

育者等の実態。観察対象者や調査対象者の年齢

や経験，人数，性別等の特性。事例や観察方法

等の具体的な手順，実施時期や観察期間，記録

方法，観察に使用したツール等の特徴。インタ

ビューや質問紙調査等における教示内容，使用

機器。また，データの分析方法や読み取り等の

方法，分析に利用したソフトウェア名等があり

ます。こうした具体的な研究や実践の検証方法

が論文に書かれていることにより，何を対象に，

あるいは誰を対象にして，どのような方法で研

究や実践の検証を進めたのかが，読む人にとっ

て具体的にイメージでき，その検証方法の適切

性が判断できるからです。またそうした研究内

容に関心を持つ研究者や関係者がいた場合には，

その方法を参考にすることができることにもな

ります。 
できることならば，作成した論文はしばらく

時間をおいてもう一度読み直してみるとよいで

しょう。そうすることにより，書いた内容や記

述が適切でありわかりやすいかどうかを冷静に

吟味することができます。また，他の人に読ん

でもらい不適切なところ等を指摘してもらうこ

と等も，よりよい論文を書くことにつながりま

す。自分たちだけがわかるような難しい専門用

語を使ってはいないか，会員にも広く理解され

るような用語の適切な使用や適切な文書表現を

しているかどうか等を確認するためには，作成

した後に多くの人に読んでもらうことが有効と

なります。 
 

（４）得られた研究成果を目的と関連させなが

ら整理して示すことが求められます 

研究して得られた結果は，観察や調査等は「エ

ピソード」や「観察結果」「調査結果」，事例や

実践では「事例」「エピソード」，や「実践例」

「実践のまとめ」というようなくくり方で，目

的に添って得た観察や事例，実践等の結果や成

果と，そこから導かれた妥当性のある考察内容

等を整理して書いていきます。しかし文学や思

想，哲学や教育学に関する内容を扱う論文では，

このような手順や結果のまとめ方をしない場合

もありますので，内容により成果の示し方は異

なる場合があります。 
「結果」の中では，図や表を使用することが

よくあります。その場合，図表と本文との重複

はできるだけ避けることが望ましいのですが，

大事なことについては本文中にはっきりと書い

ておくことが大切です。また，図や表は多くの

スペースを必要とするので，文字に換算して全

図表がどの程度の文字数に当たるかを調べ，適

度な量にする必要があります。 



 

 

図や表のスタイルは一概には言えませんが，

図表の具体的な書き方については，「執筆要項」

で詳しく説明してあります。保育学研究誌がカ

ラーではなくモノクロである点を考慮する必要

もあります。図や表には，図と表別に連番を振

って図のタイトルは図のすぐ下に，表のタイト

ルは表のすぐ上に書きます。図の背景は白に統

一し，縦横軸に目盛線を入れます。 
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「考察」には，目的に対応して，得られた根

拠によって何がどこまで明らかになり，それが

どのような意味を持つのか，今後の課題は何か

等，先行研究や関連の研究を引用しながら記述

します。根拠のある結果とは関係のない事柄ま

で言い及ぶことは避けなければならないでしょ

う。つい自分の主張したいことを書きたくて，

根拠を無視して考察してしまうことはよくあり

ますが，自分に都合の良い解釈をしないように

気をつけます。得られた根拠に基づいて論理的

に解釈や考察を展開することが大切です。 
「まとめ（結論）」には，その研究で得られた

内容を簡潔に示します。その意味では，結果や

考察と同じことを繰り返して書く必要はありま

せん。 
最後に，研究の目的や成果が保育学の趣旨か

ら見て，はたして保育学の論文として公表すべ

きものなのか，もしかしたら独りよがりの内容

になってはいないか，さらには別の専門分野の

論文とした方が適切なのではないかということ

を再検討することが必要な場合もあるでしょう。 
 

（５）論文にまとめ投稿する場合には研究論理

に配慮することが求められてきます 

研究や実践を論文としてまとめ投稿するとき

には，いくつかの倫理的な問題に配慮すること

が必要となります。 

①インフォームドコンセントに注意する 

研究対象となる人たちに対して，その人

たちから得られたデータを論文として発

表することについての十分な情報提供と，

了解（インフォームドコンセント）を得て

おくことが必要になります。またそうした

了解について，必ず書面（承諾書）で確認

できるようにしておきます。また論文の中

で対象者からこうした了解を得ているこ

とを記載することも必要となります。 

②差別的な表現・不適切な表現に注意する 

差別的な表現とは，性別や人種・文化等

のより人権を侵害するような表現をする

ことです。また不適切な表現とは，誤解さ

れるような表現をすることや関係する人

や団体等に対して不利益を与えかねない

表現をすることです。これらも問題となり

ますので，注意する必要があります。 

③論文を分割して投稿することや，多重投稿

することは許されません 

論文の分割とは，１つの論文をいくつか

に分けて投稿することです。論文の分量が

多いからといって，それを何回かに分けて

投稿することはできません。また多重投稿

とは，内容が同一あるいはほとんど同一と



 

 

みなされる論文を複数の学術雑誌に投稿

すること，あるいは既に公刊されている論

文を他の学術雑誌に投稿することも許さ

れません。 

④個人情報や秘密を保護することに注意する 

調査研究や観察研究，事例研究等におい

ては，対象者や対象団体，対象園等の様々

な情報を知り得る立場にあります。しかし

こうした情報の中には，子どもや家庭，保

育者や関係者に関する個人情報もありま

すし，園や団体が外部に対して秘密にして

いる情報もあります。こうした情報を論文

の中で漏らすことは，当事者に不利益を及

ぼすだけでなく，その対象者の信頼を失う

ことにもつながります。したがって，研究

や実践の対象者に関係する個人情報や秘

密の保持には十分な注意を払うことが必

要です。 

ここでは論文を書くときと投稿するときに限

定してその研究倫理の概要を説明しておきまし

たが，研究倫理全体については日本保育学会が

編集している「改訂 保育学研究倫理ガイドブッ

ク」（学会ホームページ掲載）『保育学研究倫理

ガイドブック2023』を熟読してください。 

また，査読の関係から，大学や組織等の倫理

審査委員会の承認を受けたことを本文に記載す

る際，審査を受けた大学名や組織等は記載せず，

「○○大学／所属大学，所属組織の倫理審査委

員会の承認を受けた」等と記載してください。 
 

5．引用文献の書き方 

日本保育学会では論文を書くときに，本文で

言及した文献のみを引用文献として記載します。

すでに一般化されている内容を参考にした文献

については，特に参考文献としては記載をしま

せん。すなわち論文を書くために，ある特定の

著者のオリジナルな考え方が記載されている章

や節等の内容に言及したり，ある著者の具体的

な文書をそのまま引用するような場合，またそ

こで示された方法や得られたデータをそのまま

引用したり一部加工して用いる場合等には，引

用文献として記載していくことになります。 
このように論文中に他の文献からその内容や

方法，結果やデータ等を引用した場合には，引

用文献（雑誌・書籍・論文等）として記載しま

す。その記載の仕方は文献の種類によって決め

られていますので，執筆要項および引用文献表

記を参照して書いてください。 
 
6．論文を投稿するために 

本学会の会員が保育の研究や実践において，

新たな知見や解釈，新たな実践や支援の在り方

等が得られた場合には，それを論文としてまと

め「保育学研究」に投稿することができます。

投稿された論文は審査され，保育学の構築に貢

献し得る論文として評価されると「保育学研究」

誌に掲載され会員に公表されます。 
 
 

本手引書は，必要に応じて，編集常任委員会

で検討し，最新のものを日本保育学会ホームペ

ージに記載しています。論文記述の際は，最新

の手引書および執筆要項，引用文献表記をホー

ムページでご確認ください。 

 

2021年2月11日改定 
 


